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あっという間の３年間 
 

Profile 
 

廣岡芳樹 
（ひろおか・よしき） 

５５歳 
 

昭和２９(1954）年 
５月１０日  
寝屋川市高宮に生まれる 
 
・寝屋川市立東小学校 
・寝屋川市立第一中学校 
・大阪府立寝屋川高校 
・大阪市立大学経済学部

卒業 
 

≪職歴等≫ 
・四條畷市市役所勤務 
（昭和５４年４月） 
 
・四條畷市役所退職 
（平成１８年３月） 
 元企画調整担当課長 
 
・寝屋川市消防団員 21年 

 
≪趣味≫ 

読書・雅楽・ツーリン 
グ・骨董鑑賞・地震研
究等 

 
 

 

 平成１９年５月１日から任期が始まり、あっという間に３年が経

とうとしています。以前は行政の一員として見ていた市政運営

も市民・議員の視点で検証することができました。市の人口規

模が異なっていても市政運営の基本は同じでした。しかし、市

職員としては限界と思っていたことが、議員としてはその限界を

超えられることができることを実感しました。私の指摘や質問に

対して、「細かいことを言いすぎ」というご意見もありますが、「そ

れが市民目線」という声もあります。今後は、これまでの積み重

ねを活かしつつ、大局的な提案も行ってまいります。そして、市

民の皆様のご意見や生活実態を注視し、より住みやすい寝屋

川市を目指して今後もがんばってまいります。 

•総合計画策定への参画・行財政改革の提案

•情報公開のよりいっそうの推進行政運営

•国民健康保険制度などの改革提案医療

•高齢者・障がい者に対する支援事業の提案福祉

•第２京阪道路周辺の環境対策の監視環境

•地域教育と生涯学習の充実教育
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寝屋川市議会議員としてこれまで３年間、精力的に議員活動にまい進

してまいりました。その主な成果を以下の５つの項目に分けて整理してみ

ました。今後もみなさまの声を市政に反映してまいりますので、どうぞ市

政に対するご意見・ご要望をお聞かせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市会議員の主な仕事には年４回開催される市議会定例会での議案審

議、一般質問及び所管事項質問での市政運営の検証・提案や市民のみ

なさまから寄せられるご意見・ご要望への対応があります。それに加えて、

各議員はさまざま審議会や委員会での活動もしています。私がこれまで

議員として携わった役職を以下に整理しました。寝屋川市の市政をさまざ

まな角度から検証する意味でも重要な仕事です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•予算書の作成方法の変更（よりわかりやすく）

•情報公開の推進（市民情報コーナーの改善）行政運営

•国民健康保険料の抑制
（平成２１年度保険料率抑制）医療

•高齢者・障がい者・子どもに関する福祉計画の検証福祉

•産業廃棄物処理施設への対策（四條畷市と連携）

•第２京阪道路の環境対策を充実環境

•豪雨時の浸水への対策
（豪雨時の現場視察にも基づく対策要望）

•安心安全な町づくりの推進

町づくり

平成１９
年度

• 総務常任委員会委員

• 決算審査特別委員会委員

• 土地開発公社顧問

平成２０
年度

• 厚生常任委員会委員

• 北河内４市リサイクル施設
組合議会議員（幹事）

• 国民健康保険運営協議会
会長代行

• 議会だより（広報）編集委
員

• 会派会計責任者

平成２１
年度

• 議会運営委員会委員

• 建設水道常任委員会副委
員長

• 総合計画審議会委員

• 都市計画審議会委員

• 財政問題研究会委員

• 土地開発公社顧問

• 会派会計責任者
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 これまで議員として市議会定例会や常任委員会での審議においては、

疑問に思うところはできる限り質疑してまいりました。また、一般質問や

所管事項質問では、与えられた機会はすべて活用し、市政運営のチェッ

クや施策の提案を行ってまいりました。以下、これまでに行った一般質問

項目と所管事項質問項目を整理しました。なお、一般質問等の本会議で

の発言および常任委員会での質疑内容は寝屋川市のホームページで公

開されています。また、本会議と常任委員会の議事録は市役所一階の

市民情報コーナーでも閲覧できます。 

 
 
 
 

平成１９年９月定例会 
1 寝屋川市駅東地区市街地再開発事業について 
2 包括外部監査について 

平成１９年１２月定例会 

1 第二京阪道路の環境対策について 
2 高齢者の包括的支援事業について 
3 特定健康診査及び特定保健指導事業について 
4 審議会等の会議配布資料について 

平成２０年６月定例会 

1 寝屋川市の組織運営に係る基本認識について 
2 地方分権改革にかかる今後の寝屋川市政運営の基本方針等につい 
  て 
3 大阪府財政再建プログラム試案に対する寝屋川市プロジェクトチーム 
の検討内容及び成果について 

4 市民福祉向上基金の運用について 
5 寝屋川市みんなのまち基本条例の運用について 
6 その他（この 1 年間の一般質問・常任委員会質問・所管事項質問の中
で検討と答弁のあった事項の進捗状況等について） 
(1) 寝屋川市駅東地区第二種市街地再開発事業にかかる事業項目

別財源内訳表について 
(2) 包括外部監査について 
(3) 自治体のリスクマネジメント等について 

 (4) 審議会等配布資料のホームページ公開等の情報公開等について 

平成１９年度、平成２０年度及び平成２１年度に 
おける一般質問にかかる質問項目 

 

議場演壇で一般質問中 
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(5) アンケート報告書の分析及び活用等について  

平成２０年９月定例会 

1 市議会の議決に対する市の基本認識について 
2 平成 20年度国民健康保険料率の決定過程等について 
3 大阪府財政再建プログラム対応寝屋川市プロジェクトチームの検討経
過及び内容等について 

4 寝屋川市みんなのまち基本条例と新規条例等について 

平成２０年１２月定例会 

1 寝屋川市駅東地区第二種市街地再開発事業について 
2 香里園駅東地区第一種市街地再開発事業について 
3 「一件書類」についての見解 

平成２１年６月定例会 

1 「政策」の定義について 
2 第５次寝屋川市総合計画のマネジメント等について 
3 国民健康保険制度について 
4 建築確認行政について 
5 再開発事業等について 
6 その他（これまでの質問に対する実施状況）・情報公開について 

平成２１年９月定例会 

1 新政権の政策に対する対応策等について 
2 第五次寝屋川市総合計画の策定等について 
3 「ゲーム理論」的思考の活用について（序章） 
4 市議会への情報提供について 
5 新規条例制定とみんなのまち基本条例等について 
6 その他 

平成２１年１２月定例会 

1 続・新政権の政策に対する対応等について 
2 非公金の取り扱いについて 
3 職員給与の事務処理等について 
4 寝屋川市駅東地区第二種市街地再開発事業等について 
5 「環境基本計画」・「一般廃棄物処理基本計画」策定等について 
6 廃プラスチック中間処理施設分割購入経費について 
7 将来人口推計結果の取り扱いについて 
8 寝屋川市水道ビジョン等について 
9 「協創」のまちづくりについて 
10 「寝屋川の道 195選」について 
11 （仮称）政策調書について 
12 その他（これまでの一般質問・常任委員会質問に対する答弁内容の 
進捗確認等） 

寝屋川市駅第二種市街地再開発事業 
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平成１９年９月定例会(総務常任委員会) 

1 予算編成方針について 
2 自治経営システムについて 
3 自治体のリスクマネジメントについて 

   

平成２０年６月定例会（厚生常任委員会） 

1 国民健康保険に関すること 
 (1)  平成 19年度国民健康保険特別会計決算見込みについて 
 (2)  平成 19年度国民健康保険料徴収実績見込みについて 
 (3)  国民健康保険財政健全化の取組について 
 (4)  医療費適正化事業及びその効果について 
 (5)  平成 20年度医療保険制度改正について 
 (6)  平成 20年度国民健康保険料の料率決定について 
 (7)  国民健康保険運営協議会について 
2 廃棄物の減量及び適正処理に関すること 
 (1)  焼却炉建て替えについて 
 (2)  古紙・古布回収について 
 (3)  訴訟について 
3社会福祉に関すること 
 (1)  市長マニフェストに掲げられた社会福祉施策等について 
 (2)  保健福祉部の平成 20年度部局別運営方針等について 

   

平成２０年９月定例会（厚生常任委員会） 

1 国民健康保険に関すること 
2 社会福祉に関すること 
3 介護保険に関すること 
4 尐子化対策等に関すること 
5 公害防止その他環境の保全に関すること 
6 消費者対策に関すること 

   

平成２1年６月定例会（建設水道常任委員会） 

1 平成２１年度まち政策部運営方針について 

平成１９年度、平成２０年度及び平成２１年度に 
おける所管事項質問にかかる質問項目 

 

大阪府・寝屋川市・四條畷市との合同による産業廃

棄物処理施設の立ち入り検査（四條畷市砂地区にて） 

市民参加の防災訓練 

完成間近の第２京阪道路 

（周辺地域の環境をチェック） 
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2 平成２１年度まち建設部運営方針について 
3 平成２１年度水道局運営方針について 
4 その他 

 

平成２1年９月定例会（建設水道常任委員会） 

1 都市計画について 
2 市街地再開発事業について 
3 道路・橋りょうについて 
4 景観行政について 
5 交通対策について 
6 浸水対策について 
7 上水道事業について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般質問ってなあに？ 

市政運営の全般について、本会議で質問します。質問時間は理事者の答弁時間を含まずに４０分

間で、最大１０分間の再質問ができます。この質問は、単なるＱ＆Ａではなく、「所信を問い質す」という

ことを意味し、政策について見直しや変更させることもできます。そのため、市側にとっては質問されな

いほうがありがたいようですが、みなさんの意見を代弁する場でもあるので、議員としての重要な職責

であると考えています。 

 

所管事項質問ってなあに？ 

寝屋川市議会には総務常任員会など４つの常任委員会があります。議員はそれぞれの担当する部

局が決まっています。その担当する部局の事務について、６月議会と９月議会に所管事項質問をする

ことができます。質問時間は、市側の答弁も含み６０分間です。この質問の議事録は作成されません

が、答弁は市の公式答弁となります。このような所管事項質問を実施しているのは、近隣の市の中で

は寝屋川市だけです。 

 

質疑ってなあに？ 

提案される議案を審議する過程で、その内容について「疑義を質す」ことです。原則として、自分の

意見を入れないこととされていますが、自分の意見を述べることもあります。議会では「質疑」と「質問」

は厳密に区別されています。 

 

特別委員会ってなあに？ 

委員会は、寝屋川市の市議会委員会条例の規定により設けられています。その内、特別委員会は

必要がある場合に議会の議決によって設置されます。予算および決算について特別委員会を設置し、

審議している団体もありますが、寝屋川市の場合は、決算審査についてのみ特別委員会を設置し、予

算については各常任委員会で所管部局に関する予算審議を行っています。 

 

南前川の浸水対策工事（水量が増加すると調節池に

水が流れ込み下流の流量を調節します） 
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議員活動「あんなことこんなこと」 

日々の自己研鑽 

長年地方自治に関わってきましたの
で、規模の大小はあるものの行政の基
本部分については理解しているつもりで
すが、さらに深化した知識の習得のた
め、さまざまな研修会に参加していま
す。 
これまでに参加したのは、第１０期自

治政策学会特別講座３回、自治体問題
研究会２回、全国市町村国際文化研究
所市議会議員特別セミナー、教育ソリュ
ーション、大阪大学大学院医学系研究
科「医療経済・経営学」講座１０回、市町
村議会議員の政策形成セミナー及び新
聞等で募集される公開講座のうち地方
自治に関する講座に参加しました。 
これらの講座で得た知識は、一般質

問や常任委員会における質疑に活かし
ております。今後も精力的に参加してい
こうと考えています。  

市の審議会等の傍聴 

市には様々な審議会等が設置され、
学識経験者や公募市民の皆さん等の
委員による真摯な議論が行われていま
す。すべてを傍聴するわけにはいきま
せんが、開催の記事が市広報誌に掲載
されたときは、極力予定を合わせるよう
にしています。 
これまで、公募補助金審査委員会、

国民健康保険運営協議会、ごみ減量
化・リサイクル推進会議、クリーンセンタ
ー運営協議会、高齢者保健福祉計画推
進委員会、こどもプラン推進地域協議
会、障害者長期計画推進委員会、都市
計画審議会、文化振興条例策定委員
会、社会教育委員会および教育委員会
並びに一部事務組合議会定例会を傍
聴しました。各委員の生のご意見が聞く
ことができ、大変勉強になります。 
 

派遣議員、審議会委員等 

寝屋川市が他市と組織する一部事務組合は、大阪府都市協競艇組合、枚方寝屋川
消防組合及び北河内４市リサイクル施設組合であり、市議会議員が構成市からの派遣
議員となっています。私は、昨年度は北河内４市リサイクル施設組合の派遣議員でし
た。 
通常、組合議会の定例会は１日の開催ですが、質疑と一般質問は必ず行いました。

また、議会選出委員や各種諮問委員会委員への就任もあります。昨年度は、国民健康
保険運営協議会委員会の会長代行として審議に関わりました。 
国民健康保険制度は本当に複雑ですが、長年従事してきた経験を活かすことができ

ました。今年度は、総合計画審議会委員、都市計画審議会委員及び新しく設置された
財政問題研究会委員として、行政の職員時代の経験（大阪府・財政・企画）を十二分に
活かしています。 
 

 



私が住んでいる高宮地区には、伝承３行事があり、それぞれ実行委員会形式で運営
されています。夏の「夏祭り盆踊り大会」、秋の「だんじり巡行」、初春の「とんど神事」で
す。ずっと以前はどこの町にもあった青年団を中心に実施されていました。しかし、時代
の波により高宮地区の青年団が解散するにつれ、これらの行事も実施されなくなりまし
た。昭和５０年に私たちの年代を中心に青年団が再結成され、これらの行事の復活を
目指して活動を開始しました。 
「だんじり」は傷みが激しく巡行は無理でしたが、掃除程度は実施しました。盆踊りは櫓
も自分たちで組上げ、音頭も青年団員が練習して行いました。「とんど」も２週間かがり
で組み、現在のような立派なものではありませんが、見よう見まねで実施していました。
青年団の解散後は、自治会行事としてこの３行事を引き継いでいただき現在にいたって
います。 
一昨年は「だんじり」の１２１年ぶりの解体大修理が行われました。写真は修理後の組
立てとさる１月１１日に実施された「とんど神事」の様子です。「とんど」の向こうに建設中
の第２京阪道路が見えます。これらの行事は「地域の文化」として、末永く引き継いでい
かなければならないと強く思っています。 

これまでの経験等を活かして、寝屋川市政についての詳細な検
証をしています。まず、疑義に感じていることについて、担当課に
おいて実情を調査します。次に、調査事項のうち疑義の解消され
ない事項について、議会図書室等に設置されている資料や大阪
府時代の人脈を駆使し徹底的に法的解釈を加えます。ほぼ資料
や考え方が纏まった時点において、小論文にまとめ、担当原課に
提示し、議論を行い、私の主張が正しい場合は、解決策を講じる
よう指示をしています。 
これまでに７本の論文にまとめました。担当課からは随時に対

処方策が報告されています。この論文は、１期目が終了するまで
に一冊にまとめて成果として公表しようと思っています。かなり、細
かな指摘もありますが、行財政運営としてはこれら指摘事項をき
っちりと処理することが基本です。 

❽ 
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